
後期スタート～一人一人の夢を大切に 

１０月１０日、いよいよ後期が始まりました。後期のスタートに当たってお話ししたことは、一人一人の夢の

実現に向けてみんなでサポートするということです。私事になりますが、私には３人の子がいます。末っ子は、

宇宙を学んでいます。親は夫婦共に宇宙のことはわかりません。ですが、彼の夢の実現のため家族にでき

ることを考えました。それは、彼が学びやすいように少しでも環境を整え、快適に過ごしてくれるには僕たち

に何ができるか考えて、協力しようということでした。 

みんなも一人一人の夢があると思います。人それぞれ違っていいのだけれど、周りにいる子、学級のなか

ま、みんなで支え合ってこの学校で過ごしてくれることを願います。 

地域の要としての学校。 
ありがとうございました。～ゆいまーる きよざと プロジェクト 

９月５日（日）、日曜日の朝 7時からのゆいまーる きよざと プロジェクト 清里クリーン大作戦にたくさん

のご参加ありがとうございました。このように子供達はもちろん、地域の要である学校がきれいになりまし

た。 

自分の力は誰かのためになる・・・子供達の、みんなの自己有用感が高まっていきます。地域を愛する大

人の姿を、子供達は見て、学んでいます。地域の皆さんに支えていただいていることを感じながら、子供達は

ますます「清里」が大好きになります。ご協力、ありがとうございました。 

旭製作所（池田様）、肥後銀行からのご寄付 

9月 14日 （木）、昨日、「ひぎん SDGｓ私募債」の発

行記念として、株式会社の旭製作所の代表取締役 池田

靖之 様より、肥後銀行の頭取である笠原慶久様を通じ

て清里小学校に寄付をいただきました。肥後銀行荒尾支

店の前田支店長、富安支店長代理、林企画代理、お世話

になりました。 

いただいたものは、シーソー、跳び箱、図鑑、国語辞典、

漢字辞典、壁掛けウオールミラーになります。今後も保護者・地域の皆さんと共に、日本の宝である子供達

の教育に本校職員一丸となって取り組みます。ありがとうございました。 
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